
総
出
で
子
ど
も
の
成
長
を
祈
願
し

ま
す
。
中
に
は
親
子
三
代
続
け
て

お
参
り
に
来
て
い
る
人
や
、
子
ど

も
は
い
な
い
け
ど
大
人
だ
け
で
お

参
り
す
る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し

た
。
私
も「
ど
う
ぞ
世
の
中
の
子

ど
も
た
ち
が
み
ん
な
元
気
で
無
事

育
ち
ま
す
よ
う
に
」と
祈
る
ば
か

り
で
す
。
杜
は
そ
こ
に
居
る
だ
け

で
気
持
ち
が
安
ら
ぎ
ま
す
。
こ
と

し
の
７
月
１
日
に
は
皆
さ
ん
も
一

度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
な
お
戸
崎
の
浅
間
塚
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、
上
尾
市
教
育
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

初は
つ

山や
ま

　
～
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
ま
す
よ
う
に
～

■第30回「舞踊百景」　₅月₆日（振休）13：
00～16：30、上尾市コミュニティセンター
ホール　 250人　 900円　 泉 090-
2246-3437　 30年間ご支援頂き、
最終公演は「感謝の舞台」を皆様へ !!
■ポールコールマン来日イベント講演会　
₅月１０日 ㈯１２：００～１７：００（開 場１１：００）、 上
尾市文化センター　 ２，０００円　 ₅月₉
日㈮までに電話で（残席あれば当日券あり）　
ペガサス事務局・池辺 ７７６－６１６１（18：00ま
で〈㈬休み〉）　 世界３９カ国４８，０００
㌔徒歩で歩き木を植える男・他。
■民踊初心者教室　₅月13日㈫から毎週㈫
または㈬（全10回）13：00～15：00、市民体育
館会議室　 1,100円　 上履き　 塩
畑 774-7667　 アッピー音頭・炭
坑節等を踊ります。

…定員　 …対象　 …費用　 …持ち物　 …申し込み　 …当日、直接会場へ

■フラダンス体験レッスン　₅月20日㈫
13：30～15：00、上尾市文化センター207　

飲み物・汗ふきタオル　 加藤 772-
1522　 癒やし系のフラダンス！心身
共にリフレッシュしてみませんか。
■皐月展示会　₅月24日㈯・25日㈰₈：00～
18：00（25日は16：00まで）、上尾丸山公園南
口入口　 　薄葉 726-0705　
さつきの手入れ講習会も随時行います。会
員も募集しています。
■民踊つくし会発表会　₅月24日㈯10：00
～15：00、上尾市コミュニティセンターホー
ル　 長谷川 777-1737　 ぜひ
お越しください。お待ちしております。
■盆栽 ･山野草展示会　₅月31日㈯～₆月
₂日㈪₉：00～17：00（₂日は14：00まで）、
本町自治会館　 戸井田 773-4174　

盆栽 ･ 山野草の手入れ方法の相談
に応じます。

●友遊会（育児サークル）　毎週㈬10：30～
12：00、平塚公園　 未就園児とその保
護 者　 月 額250円　 渡 辺 090-４０２６-７２４
４　 お友達と元気に外で遊びましょ

う！毎月イベントも行っています。
●かもめ会（カラオケ）　毎月₂回㈫14：
00～16：00、 大 谷 公 民 館　 月 額2,000円

（入会金1,000円）　西山 080-3080-9378　
新曲を会員が自主的に選び、それ

を先生が指導。見学歓迎。
●橘熟年ダンス愛好会　毎週㈯10：00～12：
00、平方公民館　 ５０歳以上　月額1,000
円（入 会 金1,000円）　 波 田 野 080-5460-
2089　 基本から指導。無料体験
コース有り。健康と親睦に。男性歓迎。
●平方剣友会（剣道・木刀による大人の剣
道型健康教室）　①毎週㈬19：00～21：00、
平方小体育館②毎週㈯₈：00～10：00、太
平中武道館③毎週㈰₇：00～₉：00、太平
中体育館　 剣道／幼稚園児以上　木刀
／成人、剣道／月額中学生以下1,000円、
一般1,500円　木刀／₄～₅月無料、₆月
以降500円　髙橋 726-3280（20：00まで）　

木刀を振り剣道に触れ、健康体操
で汗を流しましょう！
●スイートロールの会（パンと菓子作り）　
毎月第₂㈮₉：00～13：00、上尾公民館　月
額1,500円　山田 775-3182　 パ
ンやケーキを一緒に作りませんか。

　
戸
崎
の
浅
間
塚
で
は
初
山
行
事

と
関
連
が
あ
り
、
毎
年
７
月
１
日

に
生
ま
れ
て
初
め
て
こ
の
日
を
迎

え
る
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
神
社
に

参
拝
し
、
健
や
か
な
成
長
を
祈
願

し
ま
す
。
戸
崎
の
浅
間
塚
は
市
内

で
も
最
大
級
の
富
士
塚
だ
そ
う
で

す
。
戸
崎
村
の
開
発
領
主
と
さ
れ

る
長な
が

澤さ
わ

若わ
か

狭さ
の

守か
み

平
た
い
ら
の

朝あ

臣そ
ん

信の
ぶ

勝か
つ
の

時
代
よ
り
数
え
て
50
代
目
に
あ
た

る
長
澤
恒
巳
さ
ん
が
現
在
は
塚
を

守
っ
て
い
ま
す
。
初
山
の
一
週
間

前
に
は
神
主
さ
ん
に
お
は
ら
い
を

し
て
い
た
だ
き
、当
日
は
塚
を
守
っ

て
い
る
長
澤
さ
ん
が
代
行
し
ま
す
。

　
昨
年
の
７
月
１
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
市
内
外
か
ら
40
組
ほ
ど

の
親
子
が
初
山
に
訪
れ
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
祈
願
し
ま
し

た
。
ま
た
赤
ち
ゃ
ん
が
来
ら
れ
な

い
人
は
、
身
内
が
産
着
を
持
参

し
、
お
は
ら
い
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
い
つ
の
時
代
も
親
の
願
い
は
同

じ
で
母
子
・
父
子
・
夫
婦
・
家
族

　
戸
崎
の
浅
間
塚
は「
富
士
塚
」と

も
呼
ば
れ
、
こ
れ
は
江
戸
時
代
に

流
行
し
た
富
士
浅
間
信
仰
に
よ
る

も
の
で
、
女
性
や
子
ど
も
で
も
簡

単
に
参
拝
で
き
る
よ
う
居
住
地
の

近
く
に
富
士
山
を
模
し
た
塚
が

造
ら
れ
た
も
の
で
す
。
御
神
体

は
駿
河
の
富
士
浅
間
神
社
の
分

身
と
言
い
伝
え
ら
れ
、
祭
神
は

木こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

花
開
耶
姫
命
で
安
産
・
子
育
て

の
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
ま

す
。

赤ちゃんの額に赤いはんこを押す長澤さん（右）

初山に訪れた参拝客の皆さん

大
谷
地
区

大や
ま
と和 

ス
イ
子 

さ
ん

市民の情報交流スポット

おいでください

いきいきサークル　会員・団員募集

地
域
密
着
、

身
近
な
話
題
を

体
験
取
材
！

特
派
員

ま
ち
か
ど

だ
よ
り
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SPOT
LIGHT

The life of a great person

　
26
歳
か
ら
約
２
年
間
、
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
っ
て
お
金
を
か
け
ず
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
・

ア
フ
リ
カ
大
陸
47
カ
国
を
横
断
し
た
女
性
の

一
人
旅
の
記
録
。
中
村
安
希
さ
ん
の
著
書『
イ

ン
パ
ラ
の
朝
』は
２
０
０
９
年
第
７
回
開
高
健

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
世
界
を
渡
り
歩
き
、
こ
れ
ま
で
に

訪
れ
た
国
は
約
85
カ
国
に
も
及
び
ま
す
。

　

｢

高
校
生
の
頃
ま
で
は
お
と
な
し
い
子
で

し
た｣

と
言
う
中
村
さ
ん
は
、
受
動
的
な
生

き
方
を
変
え
る
た
め
に
自
ら
ア
メ
リ
カ
の
大

学
へ
の
留
学
を
決
め
ま
し
た
。
２
年
間
に
も

及
ぶ
旅
に
出
た
き
っ
か
け
は
、
大
学
で
出

会
っ
た
恩
師
の「
若
者
よ
、
旅
に
出
よ
」と
い

う
言
葉
。
大
学
卒
業
後
、
旅
行
資
金
を
貯
め

て
旅
立
ち
ま
し
た
。

　
女
性
の
一
人
旅
は
危
険
で
は
な
か
っ
た
か

と
尋
ね
る
と「
男
性
の
一
人
旅
の
方
が
危
険

か
も
し
れ
な
い
」と
、
意
外
な
答
え
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。「
旅
に
出
て
知
っ
た
の
は
、

女
性
に
は
世
界
共
通
の“
女
性
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
”と
い
う
よ
う
な
助
け
合
い
精
神

が
働
く
こ
と
。
現
地
の
女
性
が“
女
性
一
人

で
は
こ
こ
は
危
険
よ
”な
ど
と
私
に
声
を
か

け
て
く
れ
、
女
性
同
士
の
輪
の
中
に
入
れ
て

く
れ
ま
し
た
。
食
事
や
宿
泊
の
世
話
ま
で
し

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
」と
女
性

で
あ
る
こ
と
の
強
み
を
語
り
ま
す
。

　
先
入
観
や
一
般
論
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
ら
の

目
で
見
た
こ
と
を
自
然
体
で
語
る
中
村
さ
ん
。

多
く
の
世
界
を
見
て
回
っ
た
今
、
次
に
思
い
描

く
テ
ー
マ
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
旅
と
い
う
テ
ー
マ
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
今
後

は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
分
野
で
新
し
い

試
み
を
し
た
い
で
す
ね
」と
語
り「
世
間
に
女
流

小
説
家
は
山
ほ
ど
い
ま
す
が
、
女
性
の
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
は
す
ご
く
少
な
い
。
私
に

と
っ
て
は
ラ
イ
バ
ル
が
少
な
い
居
場
所
を
見
つ

け
ら
れ
て
ラ
ッ
キ
ー
で
す
よ
」と
、
ち
ゃ
め
っ

気
た
っ
ぷ
り
に
笑
い
ま
す
。

　
独
自
の
視
点
で
世
界
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す

る
か
、こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

ノンフィクションの分野で活躍

中な

か

村む

ら 

安あ

希き

さ
ん

（
川
在
住
）

世界85カ国を巡った女性作家

「クイズ アッピーを探そう！」（₂ページ参照）で寄せられた『広
報あげお』への感想・意見を紹介します。今月は ４ 月号です。

⇨広報広聴課　 ７７５－４９１８・ ７７５－９８１９

日本から約９，０００㎞離れた地、ウクライナ
で取材をする中村さん

『広報あげお』は、読者の皆さんの感想を参考にし、より良い誌面作
りを目指しています。これからも皆さんの感想をお寄せください。	

※内容は一部要約しています。

ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
～人・仲間～

●�表紙の写真が₄月らしくていいですね。�（30代女性）

●�表紙のランドセル姿の子どもたちのかわいいこと！
わが家も₄月から₁年生になる子が毎日ランドセル
に触り喜んでます。� （40代女性）

大きなランドセルを背負った1年生
の姿はほほ笑ましいものです。緊張
の入学式から早 1カ月。楽しい学校
生活を送ってほしいですね。

₄月号表紙「新しいランドセルで笑顔もピカピカ」 振り込め詐欺被害３．５倍に！

●�振り込め詐欺被害が3.5倍に増えているなんて、他人事では
ありません。いつわが身にふりかかるか分かりませんので、
チェックシートを電話の側に常備しておくようにします。
�  (50代男性 )

ア
ッ
ピ
ー

ここ最近の詐欺被害件数の増加は深刻な状況
です。一人一人が詐欺被害に合わないように
日頃から注意しましょう。
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